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詞
法
小
論
小
室

(
≡

)

一
七
､
相
見
歓

三
十
六
字

[
名
烏
夜
噂

上
西
棲

憶
異
妃

0
0
0

●○
○

韻●○
○
叶

0
●
0
0
0

●句●○
○
叶

詞

無
言
猫
上
西
桂
｡
月
如
鈎
｡
寂
実
梧
桐
深
院
｡
鎖
清
秋
｡

萩

原

正

樹

西
榎
子

秋
夜
月

月
上
皿
州

讐
調

(同
第
三
八
集
)

oo●榊L<t)o●肘●○
○

珊o●oo
o

●句●○
○

神

南
唐

李
後
主

勢
不
断
｡
理
還
乳
｡
是
離
愁
｡
別
是

一
般
滋
味
｡
在
心
頭
｡

後
起
三
句
｡
須

〓
息
連
下
｡
如
九
字
句
｡

第
三
句

｢寂
莫
｣
は
､
『鴎
夢
新
誌
』
(第
三
八
集
)
で
は

｢蘇
実
｣
と
な
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
植
で
あ
り
､

｢正
誤
｣
(同
第
六
五
葉
)
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
｡
『詞
律
』
(啓
二
)
所
収
｡
別
名
､
平
灰
式
､
作
例
等
す
べ
て

『詞
律
』
と
同

じ
｡

作
例
の
後
の

｢後
起
三
句
｡
須

一
意
連
下
｡
如
九
字
句
｣
と
い
う
註
は
､
『詞
律
』
註
に

｢寂
莫
至
清
秋
､
別
是
至
心
頭
､

皆
是
九
字
句
､
語
気
亦
可
千
第
四
字
略
断
｣

と
あ
る
の
に
掠

っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
『詞
律
』
は
後
閑
初
二
句
に
つ
い
て

｢断
乱
二

字
､
是
換
灰
韻
､
如
昭
薩
之
幕
閣
､
稼
軒
之
樽
断
､
希
真
之
事
涙
､
友
古
之
路
虞
等
､
倶
同
､
各
譜
倶
失
註
､
是
使
学
者
落
去

二
韻
､
其
誤
甚
臭
｣

と
論
じ
､
異
髄
に
関
し
て
は
､
｢惟
友
古
後
起
両
句
不
叶
韻
､
夢
薗

1
首
云
､

1
額
額
､

1
星
星
､
是
秋
情
､

星
亨
叶
平
韻
､
責
似
訴
衷
情
換
頭
臭
､
困
句
字
同
､
不
男
録
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
寓
樹
は
､
李
後
主

｢無
言
濁
上
西

樟
｣
詞
を
代
表
と
す
る
後
閑
初
二
句
を
灰
馨
で
押
韻
す
る
詞
髄
の
ほ
か
､
友
古

(察
伸
)
の
押
韻
し
な
い
詞
髄
と
夢
薗

(呉
文
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莱
)
の
後
関
第
二
句
を
平
馨
で
押
韻
す
る
詞
歴
と
を
同
調
の
異
髄
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
､
｢詞
法
小
論
｣
で
は
､
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
何
も
解
れ
ら
れ
て
い
な
い
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻
三
)
に
は
醇
昭
慈
三
十
六
字
鰹

(首
句

｢羅
嬬
繍
挟
香
紅
｣
詞
)､

楊
元
答
三
十
六
字
髄

(｢不
禁
枕
箪
新
涼
｣

詞
)､
察
伸
三
十
六
字
髄

(｢模
前
流
水
悠
悠
｣
詞
)､
張
錨
三
十
六
字
髄

(｢暁
未
聞

立
回
塘
｣

詞
)､
呉
文
英
三
十
六
字
鰻

(｢西
風
先
到
巌
肩
｣

詞
)
の
す
べ
て
五
億
が
載
録
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
う
ち
､
辞
昭
症

｢羅
補
繍
挟
香
紅
｣

詞
は
､
李
後
主

｢無
言
猫
上
西
棲
｣
詞
と
同
僚
で
あ
り
､
察
伸

｢樟
前
流
水
悠
悠
｣
詞
と
呉
文
英

｢西
風
先

到
巌
肩
｣

詞
は
､
寓
樹
が
註
の
中
で
言
及
し
て
い
た
詞
健
で
あ
る
｡
他
の
楊
元
答

｢不
禁
枕
筆
新
涼
｣
詞
は
､
後
閑
初
二
句
を

同

一
灰
聾
字
で
畳
韻
す
る
詞
鰹
､
ま
た
張
錨

｢暁
未
聞
立
回
塘
｣
詞
は
､
後
関
初
二
句
を
合
し
て
六
字

一
句
に
作
り
､
灰
韻
を

括
入
し
な
い
髄
で
あ
り
､
い
ず
れ
も
異
髄
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
辞
昭
症
詞
と
『詞
律
』
が
引
-
李
後
主
詞
と
は
､
｢可
平
｣

①

｢

可
尻
｣
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
が
､
句
舌
は
同
じ

｡

『欽
定
詞
譜
』
が
詞
牌
下
註
に
挙
げ
る
別
名
も
､
す
べ
て

『詞
律
』
と
共

通
し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻
二
)
は
､
李
堤

｢無
言
猫
上
西
樟
｣

詞
と
､
補
髄
と
し
て
察
伸

｢模
前
流
水
悠
悠
｣
詞
の
二

億
を
掲
げ
､
察
伸
詞
註
に
｢換
頭
不
押
灰
韻
､
輿
前
詞
異
､
呉
文
英
詞
､
後
段
第
二
句
､
用

一
星
星
､
叶
韻
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

l
八
､
長
相
思

三
十
六
字

L
名
筆
紅
豆

山
漸
育

憶
多
病

呉
山
青

讐
調

凡
四
髄
今
録

I

(同
第
三
八
集
)

o
t
)
○
韻
0
0
0
糎
o
●

o
o
o
●
○叶
0
0
0
●
○叶

詞

汗
水
流
｡
洞
水
流
｡
流
到
瓜
州
古
波
頭
｡
呉
山
鮎
鮎
愁
｡

雨
起
二
句
.
須
封
比
聯
照
如
此
｡
且
二
句
用
同

l
韻
字
薦
格
.

o
o
o
叶

0
0

0
鵜o●
o
o
o
●
○叶
0

0
0
●
○叶

唐

白
居
易

思
悠
悠
｡
恨
悠
悠
｡
恨
到
蹄
時
方
始
休
｡
月
明
人
情
棲
｡

『詞
律
』
(巻
二
)
は
､
こ
の
日
居
易

｢
汗
水
流
｣
詞
の
ほ
か
､
劉
光
租
三
十
六
字
慣

(｢玉
梓
涼
｣

詞
)
､
楊
元
答

1
百
字
髄

(｢急
雨
回
風
｣
詞
)､
柳
永

一
百
三
字
鰹

(｢蓋
鼓
喧
街
｣

詞
)
の
計
四
億
を
収
め
る
｡
森
川
竹
礎
が
詞
牌
下
に

｢凡
四
髄
今
録
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一｣
と
言
う
の
は
､
『詞
律
』
に
従

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
､
た
だ
､
竹
礎
が
別
名
と
し
て
挙
げ
て
い
る

｢呉
山
青
｣

の
名
は
､

②

『詞
律
』
に
見
え
て
い
な
い

｡

『欽
定
詞
譜
』
(奄
二
)
は
別
名
に
関
し
て
｢唐
教
坊
曲
名
､
林
道
詞
､
有
呉
山
青
句
､
名
呉
山
青
､

張
輯
詞
､
有
江
南
山
漸
青
句
､
名
山
漸
青
､
王
行
詞
､
名
青
山
相
送
迎
､
楽
府
雅
詞
､
名
長
相
思
令
､
又
名
相
思
令
｣

と
註
し
､

｢呉
山
青
｣
｢山
漸
青
｣

｢青
山
相
送
迎
｣

｢長
相
思
令
｣

｢相
思
令
｣
の
五
種
を
別
名
と
し
て
い
る
が
､
竹
礎
は
こ
れ
に
擦

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
｡
し
か
し
､
だ
と
す
れ
ば
､
｢青
山
相
送
迎
｣
｢長
相
思
令
｣

｢相
思
令
｣
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
た
と
思
わ
れ
､

竹
礎
が

『欽
定
詞
譜
』
に
掠

っ
た
か
否
か
遠
に
は
断
じ
が
た
-
､
し
ば
ら
-
疑
を
存
し
て
お
き
た
い
｡
平
灰
式
に
つ
い
て
は
､

『詞
律
』
と
同

一
で
あ
る
.
『欽
定
詞
譜
』
も
同
じ
白
居
易
の

｢注
水
流
｣

詞
を
引
い
て
い
る
が
､
前
関
第

一
句
第

一
字
第
二
字
､

第
二
句
第
二
字
､
及
び
後
関
第
二
句
第

一
字
を

｢O
L

と
し
て
い
る
の
み
で
､
他
の
文
字
に
は
半
白
半
黒
圏
を
施
し
て
い
な
い
｡

ま
た
､
｢両
起
二
句
｡
須
封
比
聯
照
如
此
｡

且
二
句
用
同

一
韻
字
馬
格
｣
と
い
う
註
は
､
『詞
律
』
『欽
定
詞
譜
』
等
に
額
似
の
記

載
が
見
え
ず
､
竹
礎
自
身
の
見
解
と
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
薯
は

｢長
相
思
｣
は
､
前
後
関
初
二
句
を
必
ず
畳
韻
と
す

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
､
竹
礎
は
初
学
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
註
を
附
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
な
お

『欽
定
詞
譜
』
は
､

③

三
十
六
字
健
の
作
例
を
全
部
で
五
鰹
掲
げ
て
い
る
が

､

こ
れ
は
冗
漫
に
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
『詞
律
』
も
挙
げ

て
い
る
白
居
易

｢汗
水
流
｣
詞
､
劉
光
組

｢玉
梓
涼
｣
詞
の
ほ
か
に
､
白
居
易

｢深
蓋
眉
｣
詞

(後
閑
第

一
句
を
押
韻
し
な
い

鰹
)
､
曇
幾
道

｢長
相
思
｣
詞

(前
後
関
初
二
句
に

｢長
相
思
｣
句
を
重
用
す
る
髄
)､
欧
陽
僑

｢尭
満
渓
｣
詞

(前
後
関
初
二

句
を
別
々
の
文
字
で
押
韻
す
る
鰹
)
を
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
前
関
と
後
閑
と
で
韻
が
異
な
る
劉
光
組

｢玉
樽
涼
｣
詞
以

外
は
､
す
べ
て
白
居
易

｢汗
水
流
｣
詞
と
小
異
の
同
健
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
『詞
律
』
が
白
居
易
詞
の
後
に
｢後
首
句
､

可
不
叶
韻
｣
と
註
し
､
ま
た
､
『詞
律
大
成
』
(巻
二
)
が

｢前
後
同
､
南
起
虞
不
必
用
畳
韻
､
如
欧
陽
僑
詞
､
前
用
尭
満
漠
｡

柳
繰
院
｡
後
用
煙
霧
罪
｡
雨
濠
濠
｡
是
也
､
(中
略
)､
後
段
起
句
､
或
可
不
叶
韻
､
如
白
別

一
首
､
後
起
三
句
､
用
益
山
高
｡

盛
山
低
｡
暮
雨
粛
粛
郎
不
蹄
｡
是
也
｣

と
註
記
し
て
い
る
の
を
､
簡
要
と
す
べ
き
で
あ
る
｡
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一
九
㌧
風
光
好

三
十
六
字

讐
調

(同
第
三
八
集
)

●
○
○
韻
●
○
○
叶
0
●

○
○
●
●
○叶
●
○
○
叶

詞

柳
陰
陰
｡
水
沈
沈
｡
風
約
讐
烏
立
不
禁
｡
碧
波
心
｡

『詞
律
』
(巻
二
)
は
､
｢風
光
好
｣
の
作
例
と
し
て
､

o
o
o●
○
○
●
離
L<
○
○
●
肘
o
●

○
○
●
●
○珊
●
○
○
珊

宋

無
名
氏

弧
村
橋
断
人
迷
路
｡
舟
横
渡
｡
旋
買
村
酵
浅
漬
掛
｡
更
微
吟
｡

五
代
･陶
穀
十
六
字
髄

(｢好
因
縁
｣
詞
)

一
髄
を
挙
げ
､
｢此
調
音
甚

詞法小論小葺 (≡)

妥
叶
､
而
宋
人
作
者
甚
少
､
天
機
飴
錦
所
載
､
柳
陰
険

f
開
､
正
輿
此
同
｣
と
述
べ
て
い
る
O
こ
の
陶
穀

｢好
因
縁
｣
詞
は
､

『苔
渓
漁
陰
叢
話
』
(前
葉
巻
二
四

五
季
雑
記

人
民
文
学
出
版
社

一
九
六
二
)
に

｢小
詞
春
光
好
､
待
得
驚
豚
績
断
絃
､

是
何
年
之
句
､
江
南
野
録
謂
是
曹
翰
使
江
南
贈
娼
妓
詞
､
本
事
曲
謂
是
陶
穀
使
鏡
塘
贈
騨
女
詞
､
冷
賓
夜
話
謂
是
陶
穀
使
江
南

贈
韓
無
我
歌
姫
詞
､
是

一
詞
而
有
三
説
也
､
其
他
類
此
者
甚
衆
､
殆
不
可
遍
拳
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
-
､
南
宋
昔
時
よ
り

㊨

作
者
や
製
作
事
情
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
り
､

竹
礎
は
そ
れ
を
嫌
っ
た
た
め
か
､
寓
樹
が
註
中
で
も
解
れ
て
い
る

｢柳
陰
陰
｣

詞

を
載
録
し
て
い
る
｡
『詞
律
』
が

｢而
宋
人
作
者
甚
少
｣
と
言
う
よ
う
に
､
元
以
前
の

｢風
光
好
｣

の
作
例
は
､
｢好
因
縁
｣

詞

と

｢柳
陰
陰
｣
詞
の
二
億
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
､
竹
硬
は
残
る

一
鰹
で
あ
る

｢柳
陰
陰
｣

詞
を
採

っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
作
例

が
異
な
る
た
め
､
『詞
律
』
が

｢可
平
｣
と
し
て
い
る
三
箇
所
を
､
｢詞
法
小
論
L
は
す
べ
て

｢O
L
に
改
め
て
い
る
.
な
お
､

寓
樹
は

｢天
機
鈴
錦
所
載
､
柳
陰
陰

一
関
｣
と
言
う
の
み
で
､
｢柳
陰
陰
｣
詞
の
全
文
を
挙
げ
て
い
な
い
が
､
こ
の
『天
機
徐
錦
』

⑤

は
､
明
の
寓
暦
頃
ま
で
博
存
し
て
い
た
詞
選
集

で
､
明
･陳
輝
文
編

『花
草
粋
編
』
に
そ
の
う
ち
十
六
首
が
韓
載
さ
れ
て
い
る
｡

｢柳
陰
陰
｣
詞
は

『花
草
粋
編
』
(巻

一

南
京
園
学
園
書
館
陶
風
樺
影
印
本
)
に
､
作
者
名
を

『天
機
徐
錦
』
と
し
て
録
さ
れ
､

ま
た

『花
草
粋
編
』
に
掠
っ
た
清
･朱
葬
尊
編

『詞
綜
』
(巻
二
四

中
華
書
局
影
康
照
三
〇
年
寒
行
模
刊
本

1
九
七
五
)
も

｢見
天
機
徐
錦
｣
と
明
記
し
て

｢宋
無
名
氏
｣
の
項
に

｢柳
陰
陰
｣
詞
全
文
を
収
め
て
い
る
｡
竹
礎
が
作
者
を

｢宋

･
無
名
氏
｣

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
､
恐
ら
-

『詞
綜
』
を
参
照
し
て

｢柳
陰
陰
｣

詞
を
掲
載
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

一
方

『釈
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⑥

定
詞
譜
』
(巻
三

｢風
光
好
｣
)
は
､
欧
良
の
作
と
し
て

｢柳
陰
陰
｣
詞
を
掲
げ
て
い
る

｡

『欽
定
詞
譜
』
が

｢柳
陰
陰
｣

詞
を

欧
良
の
作
と
す
る
の
は
､
宋

･
欧
良
編

｢撫
掌
詞
｣

(

『四
印
賓
所
刻
詞
』
所
収
)
に
こ
の
詞
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
掠

っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
､
王
鵬
雲
が

｢撫
掌
詞
｣
政
に

｢撫
掌
詞
巻
前
不
署
姓
名
､
(中
略
)
､
蓋
南
渡
人
詞
也
､
欧
艮
乃
編
集
者
之

⑦

名
｣

と
言
う
よ
う
に
､
欧
良
は
編
者
で
あ
り
､
｢柳
陰
陰
｣

詞
の
作
者
と
す
べ
き
で
は
な
い

｡

『詞
律
大
成
』
(巻
二
)
は
､
｢風

光
好
｣
の
作
例
と
し
て

『詞
律
』
と
同
じ
陶
穀
の

｢好
因
縁
｣

詞
を
引
き
､
註
に

｢換
頭
二
句
､
聞
用
灰
韻
､
飴
輿
前
段
同
､

欧
良
詞
､
起
首
二
句
､
用
柳
陰
陰
｡
水
沈
沈
｡
可
知
不
必
畳
韻
也
｣

と
述
べ
て
い
る
｡

二
〇
㌧
昭
君
怨

四
十
字

l
名
宴
西
国

一
痕
沙

洛
妃
怨

讐
調

(同
第
三
八
集
)

o
●
o
o
t)●
韻

0●000●叶0●
●
○
○
撒平
●
○
○
珊

t)●ooo●榊L<t)●
o
o
cI●
5
'[

o●●○○滞納●

o
o
E
[I

詞

宋

万
侯
雅
言

春
到
南
榎
雪
蓋
.
驚
動
産
期
花
信
｡
小
雨

l
番
寒
｡
侍
開
干
O

莫
把
開
干
頻
惰
.

I
望
幾
重
掴
水
｡
何
虚
是
京
華
｡
暮
雲
遮
｡

原
文
は
､
作
者
名
を

｢万
侯
雅
言
｣

に
作
る
が
､
｢正
誤
｣
に
よ
り

｢万
侯
雅
言
｣

に
改
め
た
｡
竹
礎
が
最
初
に

｢万
俣
雅
言
｣

と
誤
っ
て
い
る
の
は
､
『詞
律
』
康
照
刊
本
に
従

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡
保
滋
堂
康
照
二
六
年
序
刊
本
は
､
作
者
名
を

｢万
侯
雅

言
｣
と
し
て
い
る
｡
な
お
後
の

『校
刊
詞
律
』
で
は
､
｢万
侯
雅
言
｣
と
訂
正
し
て
い
る
｡
句
式
､
引
用
詞
は

『詞
律
』
(撃

二
)

と
同
じ
｡
た
だ

『詞
律
』
は
､
別
名
に
つ
い
て

｢又
名

一
痕
抄
､
宴
西
園
｣

と
し
､
｢洛
妃
怨
｣
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
｡
『欽

定
詞
譜
』
(巻
三

｢昭
君
怨
｣
)
は
､
詞
牌
下
に

｢朱
敦
儒
詞
味
洛
妃
､
名
洛
妃
怨
､
侯
寅
詞
､
名
宴
西
園
｣

と
註
し
て
､
万
倹

詠
四
十
字
健

(｢春
到
南
榎
雪
蓋
｣

詞
)､
察
伸
三
十
九
字
髄

(｢
一
曲
雲
和
素
響
｣
詞
)､
周
紫
芝
四
十
字
燈

(｢満
院
融
融
花
気
｣

詞
)
の
三
髄
を
掲
げ
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
編
纂
の
基
礎
と
な
っ
た
と
さ
れ
る

『歴
代
詩
飴
』
(巻
三
)
で
は
､
詞
牌
下
に

｢
一



293(6)詞法小論小等 (≡)

名
宴
西
園
､

一
名

一
痕
抄
､
他
如
昭
君
詞
､
昭
君
軟
等
､
皆
楽
府
雷
名
､
輿
墳
詞
無
渉
､
平
灰
四
換
韻
､
讐
調
四
十
字
｣
と
の

み
記
し
て
お
り
､
｢洛
妃
怨
｣
の
名
は
､
『欽
定
詞
譜
』
編
集
の
際
に
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
竹
礎
は
､
『欽
定
詞
譜
』
を
参
照

し
て
､
｢洛
妃
怨
｣

を
別
名
に
附
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
｡
『欽
定
詞
譜
』
に
引
-

｢春
到
南
榎
雪
蓋
｣

詞
も
､
可
平
可
灰
の
記

載
は
す
べ
て

『詞
律
』
と
同
｡
又
健
と
し
て
挙
げ
て
い
る
察
伸

｢
一
曲
雲
和
束
響
｣
詞
は
､
後
閑
第

一
句
を

｢最
是
錆
魂
虞
｣

と
五
字
に
作
る
髄
で
､
『欽
定
詞
譜
』
は
｢此
詞
後
段
第

1
句
五
字
､
宋
詞
僅
見
此
作
､
無
別
首
可
校
｣
と
註
記
し
て
い
る
｡
『詞

律
大
成
』
(巻
三
)
は
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣

と
同
じ
-
､
万
侯
詠

｢春
到
南
榎
雪
蓋
し

詞

1
億
だ
け
を
収
め
､
｢前
後
段
同
､

各
段
用
平
灰
南
韻
､
周
紫
芝
詞
､
後
起
六
字
､
用
風
又
暖
花
漸
満
｡
作
三
字
南
句
､
多

一
叶
韻
､
朱
敦
儒
詞
亦
同
｣

と
記
し
て
､

察
伸
詞
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
｡

二
1
-

a
､
訴
衷
情

四
十

一
字

l
名
桃
花
水

讐
調

凡
七
鱈
今
録
二

(同
第
三
八
集
)

0
0
0
●
●
○
○韻
0
●
●
○
○
叶
0

0
●句
●
○
○
叶

0
●
●
○
○
叶

0
●
●
○
○
叶
●
○
○
叶

0

0
0
●
●
○
○叶
●

○
○
叶詞

五
代

毛
文
錫

桃
花
流
水
漬
縦
横
｡
春
重
彩
霞
明
｡
劉
郎
去
｡
院
郎
行
｡
個
慣
恨
難
平
｡

愁
坐
封
雲
犀
｡
算
蹄
程
｡
何
時
携
手
洞
遠
迎
｡
訴

衷
情
｡『詞
律
』
(巻
二
)
は

｢訴
衷
情
｣

の
作
例
と
し
て
､
温
庭
筒
三
十
三
字
牒

(｢鴛
語
｣
詞
)､
葦
荘
三
十
三
字
髄

(｢碧
沼
紅
芳

個
雨
静
｣

詞
)､
顧
夏
三
十
七
字
僅

(｢永
夜
地
人
何
虞
去
｣
詞
)､
魂
承
班
四
十

一
字
髄

(｢春
情
満
眼
勝
紅
消
｣

詞
)､
王
益
四

十
四
字
慣

(｢焼
残
経
蟻
涙
成
痕
｣
詞
)､
趨
長
卿
四
十
五
字
健

(｢花
前
月
下
合
鴛
鴛
｣

詞
)､
欧
陽
僑
四
十
五
字
髄

(｢清
農
簾

幕
巻
軽
霜
｣

詞
)
の
計
七
億
を
載
録
し
て
い
る
｡
四
十

一
字
憶
に
は
､
魂
承
班

｢春
情
満
眼
腺
紅
消
｣

詞
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
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の
で
あ
る
が
､
竹
礎
は
こ
れ
を
敢
え
て
毛
文
錫
詞
に
撃
吏
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
異
な
る
作
品
を
引
い
た
こ
と
に
よ
り
､
前
関

第

1
句
第
三
字
､
第
三
句
第
二
字
､
第
五
句
第

1
字
及
び
後
閣
第

一
字
を

『詞
律
』
の

｢可
平
｣

か
ら

｢0
｣
に
そ
れ
ぞ
れ
改

め
て
い
る
｡
別
名
に
つ
い
て
は
､
『詞
律
』
と
同
じ
｡
こ
の
別
名

｢桃
花
水
｣

に
関
し
て
､
寓
樹
は

｢此
鰹
､
毛
文
錫
首
句
云
､

桃
花
流
水
濠
縦
横
､
故
又
名
桃
花
水
､
囲
譜
等
､
去
訴
衷
情
而
改
桃
花
水
､
可
厭
､
況
井
前
三
十
三
字
者
､
後
四
十
四
字
者
､

亦
倶
日
桃
花
水
､
山豆
不
可
笑
｣

と
論
じ
､
清

･
頼
以
那

『墳
詞
囲
譜
』
等
を
非
難
し
て
い
る
が
､
別
名
は
そ
の
髄
に
つ
い
て
の

別
名
で
あ
っ
て
､
詞
牌
全
髄
に
封
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
､
現
在
の
我
々
も
し
ば
し
ば
混
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
､
注
意
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
｡
『詞
律
』
は
詞
髄
別
に
､
温
庭
笥
三
十
三
字
髄
証
に

｢又
名

一
綿
風
｣
と
記
し
､
こ
の
四
十

1
字
髄
を

｢又

名
桃
花
水
｣
と
し
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
は
､
『詞
律
』
が

一
調
と
す
る

｢訴
衷
情
｣

を
､
｢訴
衷
情
｣
(巻
二
)
と

｢訴
衷
情

令
｣
(巻
五
)
の
二
調
に
分
ち
､
｢訴
衷
情
｣
の
項
に
は

『詞
律
』
と
同
じ
温
庭
鍔
三
十
三
字
鰹
､
葦
荘
三
十
三
字
鰹
､
顧
夏
三

十
七
字
髄
､
貌
承
班
四
十

一
字
健
と

｢詞
法
小
論
｣

が
掲
げ
て
い
る
毛
文
錫

｢桃
花
流
水
濠
縦
横
｣
詞
の
五
億
を
録
す
｡
『欽
定

詞
譜
』
に
お
け
る
毛
文
錫
詞
の
平
灰
式
は
､
例
え
ば
第

一
句
を

｢

0000●00｣に作
る
な
ど
､
｢詞
法
小
論
｣

と
比
べ
る

㊨

と
半
白
半
黒
圏
が
か
な
り
多
い
｡
｢
一
〇
-
a
南
郷
子
｣

候
に

も
解
れ
た
よ
う
に
､
森
川
竹
礎
は

『詞
律
大
成
』
(｢費
凡
｣
･
｢徐

論
｣
)

に
お
い
て
､
『欽
定
詞
譜
』
の
こ
の
よ
う
な
半
白
半
黒
圏
の
多
さ
に
つ
い
て
､
厳
し
-
批
判
し
て
い
る
｡
『詞
律
大
成
』
(巻

二
)
で
は
､
す
べ
て
七
髄

(補
健

一
)
を
録
し
､
四
十

一
字
髄
に
は

｢此
鰹
､
高
氏
録
貌
承
班
春
情
満
眼
詞
､
今
改
之
｣

と
述

べ
て
､
｢詞
法
小
論
｣

と
同
様
に
毛
文
錫

｢桃
花
流
水
漠
縦
横
｣

詞
を
掲
載
し
て
い
る
｡

292(7)

二
一
I
b
､
訴
衷
情

四
十
四
字

或
加
合
字

讐
調

(同
第
三
九
集
)

0
0
t)●
●○
○
韻
0
●
●○
○
叶0
0
0
0
0
●
句
0
●
●○
○
叶

○
●
●
句
●○
○
叶
●○
○
叶0
0
0
●
句

0●○

○
句
⇔
●○
○
叶
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詞

宋

康
興
之

阿
房
廃
祉
漢
荒
塩
｡
狐
兎
文
章
沸
｡
豪
華
墓
成
春
夢
｡
留
下
古
今
愁
.

君
莫
上
｡
古
原
頭
.
涙
難
収
｡
夕
陽
西
下
｡
塞
雁
南

東
｡
謂
水
東
流
｡

前
候
に
述
べ
た
よ
う
に
､
『詞
律
』
(巻
二
)
は
四
十
四
字
健
の
作
例
に
は
王
益

｢焼
残
経
蟻
涙
成
痕
｣
詞
を
挙
げ
て
い
る
の

で
あ
る
が
､
竹
礎
は
こ
れ
を
康
輿
之

｢阿
房
麿
虻
漢
荒
塩
｣

詞
に
改
め
､
同
時
に
平
灰
式
に
お
い
て
も
､
前
関
第

l
句
第

一
字

を

『詞
律
』
の

｢可
灰
｣
か
ら

｢e
L

に
､
前
関
第
三
句
第

1
字
第
四
字
を

｢可
平
｣

か
ら

｢0
｣

に
改
め
て
い
る
｡
｢詞
法
小

論
｣

で
は

｢或
加
令
字
｣

ヒ
記
し
て
い
る
が
､
こ
の
記
載
は

『詞
律
』
に
見
え
な
い
｡
｢訴
衷
情
｣

四
十
四
字
髄
を

｢訴
衷
情
令
｣

と
題
す
る
の
は
､
宋

･
黄
昇
編

『中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
(省

一

『景
刊
宋
金
元
明
本
詞
』
所
収
本
)
に
収
め
る
康
輿
之
の
二

詞

(｢寧
孤
憂
上
立
多
時
｣
詞
及
び

｢阿
房
麿
虻
漢
荒
垢
｣

詞
)
の
み
で
あ
り
､
こ
れ
に
掠

っ
て
竹
礎
は
､
作
例
を
康
輿
之
詞
に

襲
え
､
｢或
加
令
字
｣
と
註
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
前
候
で
引
い
た
ご
と
-
､
『欽
定
詞
譜
』
(巻
五
)
は

｢訴
衷
情
令
｣

を

⑨

一
項
に
猫
立
さ
せ
て
お
り
､
こ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

｡

た
だ

『欽
定
詞
譜
』
が
､
｢訴
衷
情
令
｣

を
詞
牌
名
と
し

な
が
ら
､
作
例
に
婁
殊
四
十
四
字
鰻

(｢青
梅
煮
酒
闘
時
新
｣

詞
)､
欧
陽
僑
四
十
五
字
髄

(｢清
農
簾
幌
巻
軽
霜
｣

詞
)､
張
元

幹
四
十
五
字
健

(｢
八
年
不
見
嘉
枝
紅
｣
詞
)
の
三
傑
を
挙
げ
て
､
そ
の
註
中
に
も
康
輿
之
詞
に
全
-
言
及
し
な
い
の
は
､
不
備

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
と
こ
ろ
で

『欽
定
詞
譜
』
は
､
｢訴
衷
情
令
｣

の
別
名
と
し
て

｢漁
父
家
風
｣
と

｢
一
線
風
｣
の

名
を
挙
げ
て
い
る
｡
後
者
の

｢
一
線
風
｣
は
､
先
に
記
し
た
と
お
り
､
『詞
律
』
が
温
庭
等
三
十
三
字
髄
の
別
名
と
し
て
い
る
も

の
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
を

『欽
定
詞
譜
』
は
､
四
十
四
字
髄
の
別
名
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
『欽
定
詞
譜
』
が
詞
牌
下
証

に

｢張
輯
詞
､
有

一
釣
綿
風
句
､
名

一
箱
風
｣
と
言
う
よ
う
に
､
宋
･張
韓
が

｢訴
衷
情
｣

四
十
四
字
鰹
の
詞
調
で
詠
ん
だ

｢臥

虹
千
尺
界
湖
光
｣
詞

(『全
宋
詞
』
第
四
筋

二
五
五
四
頁
)
の
後
閑
末
句

｢
1
釣
練
風

吹
蓋
荷
香
｣

に
因
ん
で
附
け
ら
れ
た

⑩

別
名
で
あ
り

､

寓
樹
が
三
十
三
字
髄
の
別
名
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
『詞
律
大
成
』
(巻
二
)
は
､
温
庭
琴

二
十
三
字
髄
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(｢鷺
語
｣
詞
)
の
下
に
何
も
註
記
せ
ず
､
四
十
四
字
髄
の
作
例
と
し
て
引
-
柳
永

｢
一
撃
蓋
角
日
西
瞭
｣

詞
の
詞
牌
下
に

｢或

加
令
字
､
又
名

一
練
風
｣
と
述
べ
て
､
『詞
律
』
の
誤
り
を
正
し
て
い
る
｡

二
二
､
春
光
好

四
十

I
字

讐
調

凡
六
鰻
今
錦

I

(同
第
三
九
集
)

O

t)●句●○
○

韻●○
○

叶0
●

○○●●○叶●○
○

叶

0●

000●句00
t)●t)○
叶

0●000●●句●

○
○
叶詞

五
代

和
凝

議
菓
軟
｡
香
花
明
｡
董
船
軽
｡
隻
浴
賀
意
出
緑
汀
｡
樟
歌
華
｡

春
水
無
風
無
浪
｡
春
天
半
雨
半
晴
｡
紅
粉
相
随
南
浦
晩
｡
幾

含
情
｡『詞
律
』
(巻
二
)
に
は
､
和
凝
四
十
字
慣

(｢紗
牌
嘆
｣
詞
)
､
欧
陽
桐
四
十

一
字
髄

(｢尭
葉
軟
｣
詞
)､
張
元
幹
四
十

一
字

慣

(｢疏
雨
洗
｣
詞
)､
曾
親
四
十
二
字
億

(｢心
下
事
｣
詞
)､
張
元
幹
四
十
二
字
慣

(｢花
恨
雨
｣

詞
)､
葛
立
方
四
十
八
字
鰻

(｢禁
個
却
醸
春
愁
｣
詞
)
の
六
倍
が
載
録
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
う
ち
欧
陽
桐
の
作
と
し
て
い
る

｢尭
葉
軟
｣
詞
を
､
竹
礎
は

和
凝
の
作
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
｢尭
葉
軟
｣

詞
の
作
者
を
欧
陽
桐
と
す
る
の
は
『尊
前
集
』
(『彊
村
叢
書
』
所
収
本
)

だ
け
で
､
宋
紹
興
本
を
は
じ
め

『花
間
集
』
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
和
凝
の
作
品

(『花
間
葉
』
巻
六
)
と
し
て
お
り
､
｢詞
法
小

論
｣

の
措
置
の
ご
と
-
､
和
凝
の
作
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
｡
平
灰
式
は

『詞
律
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
､
後
閣
第

一
句
第

一
字

｢春
｣
を
竹
礎
は

｢0
｣
と
し
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
(巻
三
)
は
､
和
凝
四
十
字
髄

(｢紗
薗
暖
｣
詞
)､
和
凝

四
十

一
字
健

(｢裏
葉
軟
｣
詞
)
､
欧
陽
桐
四
十

一
字
髄

(｢天
初
暖
｣

詞
)､
張
元
幹
四
十

一
字
鰹

(｢疏
雨
洗
｣

詞
)､
婁
幾
道

四
十
二
字
慣

(｢花
陰
月
｣

詞
)､
梅
苑
無
名
氏
四
十
二
字
健

(｢氷
肌
玉
骨
精
神
｣

詞
)､
察
伸
四
十
三
字
鰹

(｢鷲
犀
掩
｣
詞
)､

⑫

梅
苑
無
名
氏
四
十
八
字
健

(｢看
看
腺
孟
春
回
｣
詞
)
の
す
べ
て
八
髄
を
録
し
､
｢尭
葉
軟
｣

詞
を
和
凝
の
作
と
す
る

｡

た
だ
平
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灰
式
は
､
例
え
ば
前
関
第

l
句
を

｢0
0
●
｣
と
す
る
ご
と
-
､
『詞
律
』
｢詞
法
小
論
｣

と
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
.
『詞
律
大

⑫

成
』
(巻
三
)
は
､
計
五
億
を
引
き
､
四
十

1
字
健
に
は
欧
陽
桐
の

｢垂
繍
幕
｣
詞
を
挙
げ
て
い
る
｡

二
三
､
鮎
緯
唇

四
十

一
字

文
名
南
浦
月

沙
頭
雨

鮎
棲
桃

讐
調

(同
第
三
九
集
)

0
●
○
○
句
●
0
0
●
○
○
●
韻
●
○
○
●
叶
0
●
○
○
●
叶

0
●
○
○
句
0
●
○
○
●
叶

○
○
●
叶
●
○
○
●
叶
0
●
○

詞法小論中毒 (≡)

○
●
叶詞

宋

周
邦
彦

遼
鶴
蹄
来
｡
故
郷
多
少
傷
心
地
｡
短
書
不
寄
｡
魚
浪
空
千
里
｡

葱
伎
桃
根
｡
説
興
相
思
意
｡
愁
無
際
｡
膏
時
衣
裸
｡
猶
有
東

風
泊
.『詞
律
』
(巻
三
)
は
､
遭
長
卿
四
十

1
字
髄

(｢雪
辱
山
横
｣
詞
)
を
挙
げ
る
｡
こ
こ
で
も
竹
礎
は
､
作
例
を
周
邦
彦
詞
に
改

⑳

め
て
い
る
の
で
あ
る
｡
｢
一
〇
-
b
南
郷
子
｣

候
で

も
述
べ
た
が
､
こ
れ
は
竹
礎
の
研
究
の
速
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

作
例
が
違
う
こ
と
に
よ
り
､
前
関
第
二
句
第
三
字
､
後
閑
第
五
句
第

1
字
を

『詞
律
』
の

｢可
平
｣
か
ら

｢
0
｣に
､
後
閑
第

二
句
第

一
字
を

｢可
灰
｣
か
ら

｢0
｣
に
撃
更
し
て
い
る
｡
｢詞
法
小
論
｣
は
､
｢南
浦
月
｣
｢沙
頭
雨
｣

｢鮎
樫
桃
｣

と
い
う
三

種
の
別
名
を
掲
げ
て
い
る
が
､
『詞
律
』
は
別
名
に
つ
い
て
何
も
解
れ
て
い
な
い
｡
別
名
に
関
し
て
､
『歴
代
詩
徐
』
(巻
五
)
は

｢取
江
掩
詩
明
珠
鮎
経
唇
之
句
､

l
名
鮎
楼
桃
､
1
名
沙
頭
雨
､

1
名
商
浦
月
､

l
名

一
痕
抄
､
讐
調
四
十

1
字
｣
と
記
し
､
『欽

定
詞
譜
』
(巻
四
)
は
｢宋
王
南
偶
詞
､
名
鮎
樫
桃
､
王
十
朋
詞
､
名
十
八
香
､
張
輯
詞
､
有
遊
月
過
南
浦
句
､
名
商
満
月
､
又

有
造
隔
沙
頭
雨
句
､
名
沙
頭
雨
､
韓
流
詞
､
有
吏
約
尋
堵
草
句
､
名
尋
堵
草
｣

と
述
べ
て
お
り
､
い
ず
れ
も
竹
礎
が
引
い
て
い

る
三
種
よ
り
も

一
種
な
い
し
二
種
多
い
｡
三
種
の
み
を
挙
げ
る
の
は
､
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
､
近
人
陳
欄

･
陳
小
蝶

『致
正

白
香
詞
譜
』
(巻

1

鮎
経
唇
致
正

上
海
古
籍
書
店
影
振
始
堂

一
九

一
八
年
刊
本

1
九
八
一
)
の
｢右
詞
四
十

一
字
､
亦
名
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南
浦
月
､
沙
頭
雨
､
鮎
樫
桃
｣

と
い
う
記
述
と
､
聞
汝
賢

『詞
牌
桑
樺
』
に
引
く

『自
香
詞
譜
題
考
』
の

｢按
此
名
甚
艶
､
蓋

謂
女
郎
口
脂
也
､
故
又
名
鮎
樫
桃
､
至
更
名
南
浦
月
､
沙
頭
雨
､
則
取
作
家
詞
中
語
耳
｣

と
い
う
記
事
の
二
例
だ
け
で
あ
っ
た
｡

竹
礎
が
何
に
掠
っ
て
三
種
の
別
名
を
挙
げ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
､
後
年
の

『詞
律
大
成
』
(撃

ニ
)
で
は
､
｢南
満
月
｣

｢沙
頭
雨
｣

｢鮎
樫
桃
｣
に
加
え
て

｢烏
衣
怨
｣
と
い
う
別
名
も
挙
げ
て
い
る
｡
『欽
定
詞
譜
』
は
､
嬬
延
巳
四
十

一
字
髄

(｢蔭

緑
園
紅
｣

詞
)､
蘇
拭
四
十

一
字
髄

(｢不
用
悲
秋
｣
詞
)
及
び
韓
埼
四
十
三
字
髄

(｢病
起
源
慣
｣

詞
)
の
三
傑
を
載
せ
る
｡
『詞

律
』
の
超
長
卿
詞
､
｢詞
法
小
論
｣
の
周
邦
彦
詞
と
同
健
な
の
は
､
漏
延
巳
｢蔭
緑
園
紅
｣

詞
で
あ
る
が
､
平
灰
式
は
少
し
異
な
っ

て
い
る
｡
と
こ
ろ
で
､
韓
埼
四
十
三
字
髄
に
つ
い
て

『欽
定
詞
譜
』
は
､
｢此
詞
見
花
草
粋
編
､
前
後
段
第
二
句
､
倶
多

一
字
､

詞
律
疏
於
考
接
､
反
駁
草
堂
之
誤
､
非
也
｣

と
述
べ
､
『詞
律
』
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
､
寓
樹
が
適
長
卿
詞

の
後
に

｢沈
氏
別
集
､
選
韓
魂
公
病
起
憤
慨

1
首
､
次
句
云
､
封
庭
前
花
樹
添
惟
悼
､
此
誤
多
封
字
､
沈
不
能
締
明
､
乃
註
題

⑳

下
云
､
前
段
多

一
字
､
是
使
後
人
誤
認
､
有
此
四
十
二
字
僅
臭
､
謬
哉
｣

と
註
し
て
い
る
の
を
指
し
た
も
の
で
あ
る

｡

す
な
わ

ち
韓
埼

｢病
起
僚
傾
｣

詞
は
､
『花
草
粋
編
』
で
は
前
後
段
第
二
句
を
八
字
句
と
六
字
句
に
作
り
､
明
･沈
際
飛
編

『草
堂
別
集
』

は
前
関
第
二
句
を
八
字
句
と
し
て
い
る
が
､
こ
れ
を

『欽
定
詞
譜
』
が
四
十
三
字
髄
の
又
鰹
と
認
め
る
の
に
封
し
て
､
『詞
律
』

は
沈
際
飛
の
誤
り
と
見
て
又
鰹
に
採
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

だ
が

『全
宋
詞
』
(第

一
筋

一
六
九
貢
)
を
検
し
て
み
る
と
､

韓
埼
｢鮎
経
唇
｣
詞
は
前
関
第
二
句
を
七
字
句
､
後
閑
第
二
句
を
五
字
句
に
作
る
四
十

一
字
鰹
の
詞
と
な
っ
て
い
る
｡
『全
宋
詞
』

は
､
宋

･
呉
虞
厚
の

『青
箱
雑
記
』
(巻
八
)
よ
り
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
李
裕
民
鮎
校

『青
箱
雑
記
』
(中
華
書
局

一

九
八
五
)
｢校
記
｣
に
擦
れ
ば
､
｢商
務
本
説
郭
｣

が
前
関
第
二
句
を

｢宴
封
堂
前
花
謝
添
惟
惇
｣
と
い
う
九
字
句
に
し
て
い
る

の
み
で
､
他
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
七
字
句
に
作
っ
て
お
り
､
や
は
り
明
人
の
言
よ
り
も
宋
人
の
著
述
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

『詞
律
』
に
封
す
る

『欽
定
詞
譜
』
の
批
判
は
､
富
を
失
し
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
『詞
律
大
成
』
で
は
､
｢此
髄
､

高
氏
録
趨
長
卿
雪
琴
山
横
詞
､
今
改
之
｣

と
記
し
て
､
四
十

一
字
健
の
作
例
に
漏
延
巳

｢蔭
緑
園
紅
｣

詞
を
録
し
､
ま
た
残
念
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な
が
ら
､
韓
埼
詞
を
四
十
三
字
健
と
し
て
補
健
に
掲
げ
て
い
る
｡

詞法小論小等 (≡)

二
四
､
中
興
禦

四
十
二
字

文
名
澄
羅
衣

讐
調

凡
三
鰻
今
録

一

(同
第
三
九
集
)

0
0
0
●
●

○
○
韻

○
○
●
●
○
○叶
0
●

○
○
句
●
●

○
○
叶

0
0
0
●
●
○叶
0

0
0
叶

○
○
●
●句
●

○
○
●
句
●

●
○
○
叶
詞

五
代

牛
希
漕

池
塘
援
碧
浸
晴
曙
.
濠
濠
柳
架
軽
飛
.
紅
基
凋
来
.
酔
夢
還
稀
.

春
雲
空
有
雁
掃
｡
珠
簾
垂
.
東
風
寂
実
.
恨
郎
抱
櫛
.
泊

澄
羅
衣
｡
後
閑
第
四
句
の
平
灰
式
を
､
『鴎
夢
新
誌
』
(第
三
九
集
)
で
は

｢●
●

○
○
｣
と
し
て
い
る
が
､
｢正
誤

｣
に
よ
り
､
｢●
○

○
●
｣
に
改
め
た
｡
『詞
律
』
(巻
三
)
は
､
毛
文
錫
四
十

一
字
髄

(｢豆
売
花
繁
個
艶
深
｣

詞
)､
牛
希
済
四
十
二
字
髄

(｢池
塘

煤
碧
浸
晴
嘩
｣
詞
)､
李
淘
八
十
四
字
髄

(｢後
庭
寂
寂
日
初
長
｣
詞
)
の
三
鰹
を
奉
げ
る
｡
作
例
は
同
じ
で
あ
る
が
､
平
灰
に

つ
い
て

『詞
律
』
は
､
後
関
第
二
句
第

一
字

｢珠
｣
字
を

｢可
灰
｣
と
す
る
だ
け
で
､
他
に
可
平
可
灰
の
註
記
を
加
え
て
い
な

い
｡
ま
た
別
名
の
｢淫
羅
衣
｣

に
関
し
て
寓
樹
は
､
｢按
此
調
､
因
此
詞
尾
三
字
､
好
異
者
遂
名
馬
淫
羅
衣
､
己
烏
可
厭
､
選
馨

即
以
淫
羅
表
立
名
､
至
固
譜
､
則
又
誰
而
馬
屋
衣
淫
､
且
井
前
毛
司
徒
詞
､
亦
謂
之
羅
衣
淫
臭
､
量
不
大
慎
､
此
類
甚
多
､
作

者
但
須
詞
住
､
何
必
務
立
異
名
以
烏
新
乎
｣
と
述
べ
､
清
･呉
椅
桂
浜
編

『選
聾
集
』
や

『填
詞
囲
譜
』
を
激
し
-
攻
撃
し
て
､

｢澄
羅
衣
｣

を
別
名
に
立
て
な
い
｡

一
方

『歴
代
詩
飴
』
(巻
八
)
は
､
｢牛
希
済
詞
､
有
潔
羅
衣
三
字
､
後
亦
以
名
詞
｣

と
記
し
､

『欽
定
詞
譜
』
(奄
四
)
に
も
詞
牌
下
註
に

｢見
花
間
集
､
牛
希
済
詞
､
有
涙
渥
羅
衣
句
､
名
損
羅
衣
｣
と
見
え
て
お
り
､
竹
礎

⑮

は
こ
の
い
ず
れ
か
に
擦

っ
て
､
｢摩
羅
衣
｣

を
別
名
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

｡

『欽
定
詞
譜
』
は
､
『詞
律
』
と
同

一
の
作
例
三
鰹
を

載
録
し
､
牛
希
済

｢池
塘
倭
碧
浸
晴
嘩
｣

詞
の
平
灰
式
に
は
､
半
白
半
黒
圏
を
全
-
用
い
ず
に
作
例
詞
そ
の
ま
ま
の
平
灰
を
施
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し
て
い
る
｡
賓
は

｢中
興
契
｣
の
作
例
は
こ
の
三
億
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
､
『詞
律
』
や

｢詞
法
小
論
｣
が
可
平
可
灰
を
註
記

す
る
の
は
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
｡
同
じ
-
三
傑
を
録
す
る

『詞
律
大
成
』
(省
三
)
で
は
､
三
鰹
い
ず
れ
に
も
可
平
可
灰
が
附

さ
れ
て
い
な
い
｡

①

た
だ
し

『欽
定
詞
譜
』
は
､
｢前
後
南
結
句
､
或
上
四
下
五
､
或
上
六
下
三
､
句
法
倶
蝉
聯
不
断
｣
と
述
べ
て
､
五
髄
す
べ
て

前
関
第
三
句
と
後
閑
第
四
句
を

｢句
｣
で
は
な
-

｢讃
｣

と
し
て
い
る
｡

②

聞
汝
賢

『詞
牌
桑
樺
』
(著
者
刊

1
九
六
三
)
は
､
｢長
相
思
｣

候
に

『詞
律
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
､
｢長
相
思
三
十
六
字

健
又
名
筆
紅
豆
､
山
漸
青
､
憶
多
橋
､
呉
山
青
､
又
二
百
字

一
億
､
或
加
慢
字
､
男
格
｣

と
記
し
て
い
る
が
､
保
滋
堂
康
照
二

六
年
序
刊
本
に
も
光
緒
二
年
校
刊
本
に
も
こ
の
記
載
は
見
え
ず
､
聞
汝
賢
氏
が
何
に
掠
っ
て
こ
れ
を
引
い
て
い
る
の
か
不
明
で

あ
る
｡

③

『欽
定
詞
譜
』
(巻
二
)
は
､
｢長
相
思
｣
の
詞
牌
名
で
は
三
十
六
字
慣
の
み
五
髄
載
録
し
､
『詞
律
』
が
挙
げ
て
い
る
柳
永
詞

等
は
､
巻
三

一
に

｢長
相
思
慢
｣

と
し
て
別
に
一
項
を
立
て
て
い
る
｡

④

近
年
の
張
嘩
･
葺
合
編

『全
唐
五
代
詞
』
(上
海
古
籍
出
版
社

1
九
八
六
)
は
､
宋
･
樺
文
豊

『玉
東
清
話
』
に
掠
り
､
陶

穀
作
と
し
て
こ
の
詞
を
録
し
て
い
る
｡

⑤

遵
寓
里
輯
『校
輯
宋
金
元
入
詞
』
(『天
機
徐
錦
』

董
聯
国
風
出
版
社
影
民
国
二
〇
年
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
刊

本

一
九
七
二
)
は

｢此
書
巻
数
及
纂
輯
人
姓
名
均
無
考
､
鏡
大
折
補
元
史
牽
文
志
著
於
録
､
蓋
元
初
入
所
韓
､
引
見
花
草
粋

編
者
凡
十
六
首
､
知
寓
暦
聞
尚
存
｣
と
述
べ
る
｡

⑥

『欽
定
詞
譜
』
(巻
三
)
が
､
陶
穀

｢好
因
縁
｣
詞
を
挙
げ
ず
に

｢柳
陰
陰
｣

詞
を
録
し
て
い
る
の
は
､
｢其
髄
始
於
陶
穀
､
困
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陶
詞
渉
煙
､
故
採
此
詞
作
譜
｣
と
註
記
し
て
い
る
よ
う
に
､
所
謂

｢雅
俗
の
見
｣

に
掠
る
も
の
で
あ
る
｡

⑦

な
お

『全
宋
詞
』
(第
五
射

三
六
八
五
貢
)
も
､
無
名
氏
の
作
と
し
て

｢柳
陰
陰
｣

詞
を
掲
げ
､
｢案
接
努
権
考
讃
､
撫
掌

詞
乃
欧
長
所
編
集
､
但
各
選
本
多
載
作
欧
良
詞
､
玄
在
此
附
著
説
明
､
不
男
出
欧
良
､
亦
不
作
互
見
詞
存
目
｣
と
記
し
て
い
る
｡

⑧

拙
稿

｢詞
法
小
論
小
筆

(二
)
｣

(

小
樽
商
科
大
学

｢人
文
研
究
｣

第
九
十
二
輯
所
収

一
九
九
六
)
参
照
｡

⑨

竹
礎
が
､
『詞
律
』
の
七
髄
か
ら
特
に
こ
の
二
億
を
引
い
て
い
る
鮎
も
､
『欽
定
詞
譜
』
が

｢訴
衷
情
｣

(

巻
二
)
と

｢訴
衷
情

令
｣
(巻
五
)
の
二
調
に
分
載
し
た
こ
と
が
､
影
響
を
輿
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
な
お

『歴
代
詩
飴
』
は
､
｢訴
衷
情
｣

を

｢訴

衷
情
｣

｢訴
衷
情
令
｣
に
分
け
て
い
な
い
｡

⑩

『全
宋
詞
』
に
お
い
て

｢
一
線
風
｣

の
詞
牌
名
を
冠
し
て
い
る
の
は
､
張
輯

｢臥
虹
千
尺
界
湖
光
｣
詞

一
首
だ
け
で
あ
る
｡

⑬

『歴
代
詩
鈴
』
(巻
四
)
も
､
和
凝
の
作
と
し
て

｢尭
葉
軟
｣
詞
を
録
し
て
い
る
｡

⑫

和
凝
四
十
字
髄

(｢紗
薗
暖
｣
詞
)
､
欧
陽
桐
四
十

一
字
髄

(｢天
初
暖
｣
詞
)､
欧
陽
桐
四
十

一
字
僅

(｢垂
繍
幕
｣

詞
)､
婁

幾
道
四
十
二
字
健

(｢花
陰
月
｣
詞
)､
葛
立
方
四
十
八
字
髄

(｢禁
個
却
醸
春
愁
｣

詞
)
の
五
億
｡
『詞
律
』
の
張
元
幹
四
十
二

字
髄

(｢花
恨
雨
｣
詞
)
を
又
鰹
に
立
て
ず
､
曇
幾
道

｢花
陰
月
｣

詞
註
の
中
で
言
及
し
て
い
る
｡

⑬

註
⑧
所
掲
拙
稿
参
照
｡

⑭

杜
文
潤

『詞
律
校
勘
記
』
(巻
上
)
も

｢按
韓
詞
見
花
草
粋
編
､
前
後
段
第
二
句
､
倶
作
八
字
､
産
非
誤
多
､
此
註
鷹
倒
｣
と

言
い
､
ま
た

『校
刊
詞
律
』
も

｢按
魂
公
此
詞
､
見
花
草
粋
編
､
前
後
段
第
二
句
､
均
八
字
､
並
非
誤
多
､
蓋
撃
健
也
｣

と
述

べ
､
寓
樹
を
非
難
し
て
い
る
｡

⑮

な
お

『全
唐
五
代
詞
』
(六
二
一
貢
､
六
六
六
貢
)
に
掠
れ
ば
､
清
･呉
椅
程
洪
編

『記
紅
集
』
で
は
牛
希
済
詞
を

｢柳
繁
飛
｣

と
題
し
､
毛
文
錫
詞
を

｢綿
雨
隔
｣

と
い
う
詞
牌
名
に
し
て
い
る
と
い
う
｡


